



用に提供していた施設とみなされたゆえのことであった（1）。1945 年 10 月から始まった接収は
途中、一部返還（1952 年 8 月）が成ったものの、1955 年 9 月の全面返還まで足掛け 10 年に
及ぶものであった。
　この間に大阪商科大学は 1949 年、大阪市立都島工業専門学校、大阪市立女子専門学校とと











































中庭に立っている。背景は右手に 2 号館（大阪商科大学時代は予科校舎）、左手に 3 号館（同・
高等商業部校舎。3 号館は現在、全学共通教育棟に建て替わっている）があり、シルバー氏の
頭部後方には第一体育館と暖房汽罐室の煙突が写っている。本誌掲載写真はサイズが小さくや
や分かりづらいが、シルバー氏後方の建物は 2 号館・3 号館・第一体育館のいずれも外壁一面
が迷彩柄などに塗り替えられている（2）。のちに朝鮮戦争が始まるとこのキャンプは軍事病院に
転用されるが、病院時代の 2 号館・3 号館・第一体育館の写真にはこのような壁面の柄はみら
れない（写真 5・6 参照）。この時期に限られた風景として貴重な１コマである。
２　米兵が使用した水筒（1943 ～ 45 年製）
　2010 年 8 月、本学 2 号館の天井裏から銃の実弾とアルミ製の水筒（写真 3）が発見された。
本学複合先端研究機構の仮研究室設置工事のため、2 号館 3 階各教室の吹きつけをやり直し






　（2）　ちなみに、本館地区の建物内部については、時期はやや下るが『大阪市大新聞』第 34 号（1952 年







“U.S.  G.P.& F.CO  1943”  １点
“U.S.  G.P.& F.CO  □ 94 □”  １点
“U.S.  VOLLRATH  1944”　１点　
“U.S.　VOLLRATH  1945”　２点　
“U.S.　A.G.M.CO 1945”　１点
“U.S.　（   ） M.CO ”　　１点（年不詳）











　（写真 5 ～ 7）は、1952 年に撮影され、病院時代の様子が写っている。写真提供者は、1952









り、そこで受付を済ませた後、病室に運ばれた。病室は現在の 2 号館・3 号館（当時）にあり、









　（4）　『大学史資料室ニュース』第 6 号（大阪市立大学大学史資料室発行、2001 年 12 月）を参照。
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　ふたつの委員会が結成されたのは、1954（昭和 29）年 7 月頃のことだ。この時期、返還運
（写真８）　校舎返還運動の写真帳（写真帳②）
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動の熱は高まっていた。一年前にあたる 1953（昭和 28）年 7 月、朝鮮戦争は休戦協定をもっ
て終了した。米軍は朝鮮戦争傷病兵のための軍事病院としてキャンプ・サカイ（＝本学）を使っ
ていたので、戦争の終了は学舎全面返還の契機となるはずだった。1954（昭和 29）年初頭に
病院は閉鎖されたが、それまで“279 General Hospital“と表示のあった看板は３月末には”  “US 
Army”と書き換えられ、6 月には新たに米・海兵隊が杉本町へ移駐してきたのだった。しか
しこの間の経緯について市および大学に公式の連絡がなかったため、教職員の間にも杉本町校
舎全面返還促進の機運が急速に高まった。このような機運の中で同年 7 月 3 日、商・経・法・
文・理工・家政各学部、経済研究所、事務職員より選出された実行委員の会合が行われ、「杉
本町校舎全面返還促進実行委員会」（教職員）が結成された。学生も教職員の実行委員会結成
に先んじて各校舎ごとに実行委員会を結成し、7 月 5 日には中之島中央公会堂に千数百名の学
生を集めて杉本町校舎全面返還全学決起大会をひらき、7 月 10 日には市中デモを行った（5）。
　写真帳の編集期間は 1954 年 8 月であるから、6 月の海兵隊移駐、7 月の委員会結成を受けて、
まさに返還運動が盛り上がっている渦中で作成されたことになる。2004 年 1 月、この写真の
───────────────────────────────────────────────
























５　接収解除後の記録写真帳（1955 ～ 58 年頃）
　1955（昭和 30）年 9 月、ようやく本学の接収全面解除が実現した。2013 年 11 月、本学１



















　学舎接収時代に学長の任にあったのは、恒藤恭である。恒藤は戦後、1946 ～ 1957 年にか
けて旧制大阪商科大学・新制大阪市立大学の学長であった。本学は恒藤家のご子孫から数次に
わたり恒藤恭関係資料の寄贈を受け、恒藤記念室にて保存・管理・公開に努めている。恒藤記
念室・大学史資料室が 2011 年から刊行中の『恒藤記念室叢書』では、シリーズ第 3 巻にて学
（写真 11）　旧経済研究所棟　( 上 ) 竣工当初　（下）接収解除時
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（写真 12）　恒藤恭　式辞レジュメ　1947 年 4 月 11 日
───────────────────────────────────────────────
　（7）　『恒藤記念室叢書 3　恒藤恭「欧州留学日記」（1924 年）恒藤恭学長式辞集』（本学恒藤記念室編、




　6 と同じく恒藤の手による史料である。本学恒藤記念室では 1903（明治 36）年から 1957
（昭和 32）年まで、ほぼ毎年分の恒藤の手帳を所蔵している。学長在任期間である 1946 年～
1957 年には、手帳に学長としての行動も記されている。学舎接収時代の日記について、ひと
つの山場であった 1950（昭和 25）年 5 月末から 6 月初旬の記載に注目してみる。『大阪市立
大学百年史』（9）によると、1950 年 5 月 29 日、商大・市大の学生は合同学生大会を開き、返還
運動を強力に推進するため 6 月１日から 3 日間のストライキを決議した。第１日は街頭デモ、
第２日は各学校や労働組合への行動隊の派遣、第 3 日は主要ターミナルで署名運動を行うこと
をきめた。これに対して商大では教授会を開き、「校舎返還運動は大学側としても支持するけ
れども、ストを含む方法は承認できない。6 月 1 日～ 3 日は平常通り授業を行う」と決定、恒
藤学長から学生に再考を求めたが、学生側は承服せず、物別れとなった。










6 月 2 日）などの記述がみられ、過熱する返還運動に対応する学長の姿が浮かび上がってくる。
以上のように学長時代の恒藤の手帳は、プライベートな内容にとどまらず大学史としての側面
が含まれており、今後の大学史研究に資する貴重な史料である。
　以上、学舎接収の時期に限定して大学史資料室・恒藤記念室所蔵史料の一部を簡単に紹介し
た。今後もこれらの史料群を大学史資料室・恒藤記念室において適切に管理し、新制大阪市立
大学が創設期に被った占領の事実を史料に基づいて学内外に伝えていきたいと思う。
（たなか　ひとみ・大阪市立大学恒藤記念室研究員）
